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「挑戦」「革命」そして…
３月11日の卒業式から２週間がたちました。生徒会総務役

員の５名が代表として参加した卒業式では、70名の卒業生が

一人ひとり立派な態度で卒業証書を受け取り、仲間との別れを

惜しみつつ、笑顔で中学校を巣立っていきました。

そして、いよいよ本日をもって令和４年度も修了となりました。

新たな学年への進級を目の前にして、２年生・１年生の皆さん

も、それぞれに本年度を振り返り、新学年に向けての新たな決

意を胸に抱いていることと思います。４月からは、コロナ禍で制限がかかっていた生活がついに終わり、本

来の中学校生活に戻ることができそうです。そのような２年間ではありましたが、生徒会では「挑戦」「革

命」をスローガンに、校則の見直しやＳＤＧｓを中心とした活動、「無言入場」「先言後礼」の徹底など、大き

な変化（挑戦・革命）を遂げてきました。

「勝山中学校はどんな学校ですか？」と問われたときの「学校」とは、「生徒の皆さんの生き方」のことで

す。「こんな学校だったらいいな」という学校をつくるために、理想の姿をイメージして夢を語り合い、実現さ

せるために一人ひとりがベストを尽くすことができる…そんな仲間、そんな生徒会であり続けてください。

「自他の尊重」「未来への希望」「仲間との協働」を大切にし、力を合わせて努力することで、伝統ある勝山

中学校はますます輝きを増していくことでしょう。今後も皆さんの活躍を楽しみにしています。

If you can dream it, you can do it! Good Luck!

～保護者の皆様・地域の皆様へ～
本日、令和４年度修了式を行い、本年度の教育活動を無事終えることができました。

３年ぶりに実施できた行事もある一方で、本年度も多くの学校行事に制限をかけざるを

得ない１年となりました。そのような状況の中でも、保護者の皆様や地域の皆様には、

生徒の活動がより充実したものになるようにとご協力をいただいたり、励ましのお

言葉をいただいたりと大変お世話になりました。皆様からいただいた温かいお力

添えに心より感謝申し上げます。どうぞ来年度も、変わらぬご支援を賜りま

す よう、よろしくお願いいたします。



表彰・入賞おめでとう！《１・２年生》
【第１７７回岡山県小・中学校書き初め展】

《金 賞》 山本 美空（２） 岩元 晴花（１）

《銀 賞》 脇田 大空（２） 脇田 大和（２） 植田 愛 （１） 宮田 将吾（１）

《銅 賞》 岩山 凛音（１） 梶岡 明珠（１） 福井奈々惺（１）

田 悠愛（１） 髙谷こなつ（１） 三村 聖奈（１）

《入 選》 植田 彩耶（２） 近持茂太郎（２） 松田 優里（２）

太田 愛結（１） 坂本 莉音（１） 篠﨑 大介（１）

頭應 希空（１） 谷口 栞菜（１） 田村アンジェロ（１）

福家 柚希（１） 丸山 寛子（１） 山形 風太（１）

植田 沙奈（１） 近藤 亜美（１） 近藤 成海（１）

谷口 伶音（１） 宮本 晃成（１） 森 喬介（１）

山本 愛華（１） 横山 純夏（１）

【第７３回岡山県児童生徒文詩集「おか山っ子」】

《県特選》《真庭支部特選》 脇田 大空（２）

《真庭支部準特選》 脇田 大和（２）

《真庭支部入選》 田淵 雄祐（２） 山本 瑠唯（２）

【真庭市人権作品コンテスト 標語の部】

《優秀賞》 山田 煌仁（１）

【第６８回青少年読書感想文コンクール】

《県入選》 髙谷こなつ（１） (敬称略)

～おもてなしの心でボランティア～
３月２日から６日に渡って開催された「勝山のお雛まつり」に、

本校から12名の生徒がボランティアとして参加しました。土曜日・

日曜日だけの参加ではありましたが、会場案内や活動サポートなど、

各所で心をこめたおもてなしをしてくれました。地元の方々にも大

変喜んでいただき、「中学生にお礼の気持ちを伝えてほしい」と終了

後には学校宛てに複数のお電話やお手紙をいただきました。中には、

外国からのお客様への対応にとまどいながらも、英語でのコミュニ

ケーションを頑張った生徒もいたそうです。日頃は体験できないこ

のような活動の場があることは、生徒にとっても大変ありがたいこ

とです。地域の宝である子どもたちが、地域での活動を通して郷土

に誇りをもち、豊かな心を育むことができますよう、これからもど

うぞよろしくお願いいたします。


